
良い点 ・皆、まじめに授業を受けている。２～３年前は授業中、教室を出て表にいた児童がいた。

・皆、熱心な学習態度で非常に良かった

・大多数の子は熱心に参加していて素晴らしい。子どもたちの目の輝きを見て、あらためて授業

の大切さを感じた。

・どの学級も元気よく（低学年）、まじめに取り組んでいた。

・クラスによって差はあるが、積極的に授業に参加していた。

・全体的に落ち着いて学習していた。父母の参観の態度も良い。

・元気がある。

・座学のクラスは落ち着いて活動している印象だった。そのほかのクラスも活発に授業に取り組

んでいると感じた。

・とても伸び伸び明るく授業を受けていたように感じた。にぎやかなクラスもあり、発表するク

ラスもあり、そんな中でも子どもたちが集中していた。

・積極的に授業に取り組んでいる姿勢がとても印象的だった。

課題 ・全体的に少し声が小さい。もう少し元気よく発表できると良い。（高学年）

良い点 ・若い先生が多いことで非常に良いと思った。

・熱心な姿勢が見られる。

・子どもたちに真剣で誠実な対応だと思った。

・子どもたちが興味を持つような工夫をされている先生方が多いと感じた。小学生を飽きさせな

いようにするのはたいへんだと感じた。

・教材研究をしている様子が感じられた。教室環境もきれいに整えられている。子どもたちと良

い人間関係の中で教育活動が行なわれているように見えた。若い先生が多かったがしっかり育っ

ていると感じた。

・低学年の音楽（たいこ）の授業で、はっぴを着るなど興味を持ってもらうよう工夫されていて

よかった。

・どのクラスも熱心に授業をされていた。2年生の先生のはっぴが良かった。

・若い先生なりの子どもとのつながりを持って励んでほしい。

・若い先生が多く、わかりやすい授業をしていた。

・若い先生が多い印象を受けた。多彩なプログラムを行なうことに能力や気力が必要だと思う

が、今日見た先生方は表情や技法に工夫をしていることが見て取れて、頑張ってらっしゃると

思った。今後もこのまま続け、より魅力的な先生になるのが楽しみだと思う。

・先生の笑顔が多く、授業が明るかった。

・授業に集中できない児童にもひんぱんに声をかけ、細かいところまで先生の目が行き届いてい

たと思った。

良い点 ・コンピュータ室、音楽室等が独立していてよいと思った。

・校庭は狭くなったが、新校舎ができて本当に良かった。高学年には落ち着いた環境となり、学

習に集中できるように感じた。

・きれいに清掃されていて気持ちが良い。高学年には更衣室が設置されていて今の小学生は良い

環境で学習できてうらやましい。

平成29年度　第1回学校評価委員会

開催日　10月25日（水）

１．児童の様子について

２．学校（教職員）の教育活動に対する姿勢について

３．学校（運営・施設・設備等）について



・大人数の学校で行事を運営するのがたいへんだと思う。応援している。

・コンピュータ室では一人一人にパソコンが有りよい。

・今年度の学校教育目標「心優しき子の育成」というところに共感が持てた。

・先日、敬老会に子どもが参加したが、ふだんお年寄りの方達と話す機会もないのでとても良

かった。地域の方と交流できる機会はよい。

課題・要望 ・来年度はゴーヤ作りの発表会に参加してほしい。

・オープンスペースの教室で隣のクラスの授業の声が気にならないか心配になる。

・児童数が増えている事情は理解しているが、学年ごとの校舎内の配置が今ひとつと感じた。

・新校舎に今までの校舎と違い、扉があったことに驚いた。

・日本の伝統を取り入れた教育をもっと行なってほしい。

・各専門家に協力を得た活動をおこなってほしい。

・児童のプレゼンを多くし、考え、人に伝える力を養ってほしい。

・理科教育を活用した内容を増やしてほしい。

・自分で考え、それを活用できる場を増やしてほしい。

・理科室の活用をもっとしてほしい。

・市内音楽発表会はたいへん良かったと聞いている。これからも頑張ってください。

・急速に児童数が増える学校において、先生方の意思疎通等、苦労が多いのではないかと感じ

た。

・1年生校舎への通路に囲いが無く、風雨の時はたいへんだと思った。

・交流学級の児童が加わっていたためかもしれないが、教室内で40人の児童が学んでいる学級が

有りたいへんだろうと思った。

・運動会を見て、若い先生方がいろいろと工夫をされていて楽しかった。

・給食を毎回おいしくいただけるので楽しみ。

・オープンスペースだと隣のクラスがにぎやかな場合、子どもの発表する声が聞き取れなくて残

念だった。

・学校便りを回覧で見させていただきありがたいが、字が小さくもう少し工夫がほしいと思っ

た。

・30クラス回ると全体の様子はわかるが、授業内容はわかりにくかった。

・本年度は登下校時に挨拶できる子の人数が増えた。（低学年）

・授業参観の保護者の多さに感心した。

・ＩＣＴ教育、オリパラ教育の取組等、子どもたちの将来に向けて、先進的ですてきな活動を取

り入れていると感じた。

・活動内容も学年ごとの設定が豊かで掲示物からも、日頃の取組の様子が見てとれる。

・日常の業務が多く、加えて時代的な背景、利用者の声も有り、先生方が求められることの多

さ、複雑さを感じる。その中でもＩＣＴやオリパラの指定を受けるなどのことが小山小の魅力や

利用者の満足度にもつながっていくだろうと思った。

・保護者もあいさつをしたり、参観の場所をゆずってくれたりとマナーの良さを感じた。

・中学校と連携したヒラメの授業をおこないたい。

・ＮＰＯなど外部機関をもっと活用していただきたい。

４．その他


